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抄録	 可搬型 950 keV Linac を用いて実橋梁における実証実験に成功した。その検査精度を向上させるにあ

たり、腐食した PC鋼材の撮影実験を行い、PC鋼材の直径を誤差 2%以内で推測することに成功した。 
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1. 緒言 

昨年度行われた妙高大橋におけるX線非破壊検査により、コンクリート内部の PC鋼材の撮影に成功した。

そこで、X 線による検査結果から PC 鋼材の減肉状態を定量的に評価するために、X 線撮影結果に画像処理

をかけることで、PC鋼材の断面減少率の算出について検討を行った。また、この検査精度向上とともに構造

解析の精度向上についても検討を行った。 

2. X線撮影結果を用いた PC鋼材断面減少率の推定 

2-1. 求められる検査精度 

既往の研究から、プレストレスト・コンクリート橋において、PC鋼

材が 15%の断面減少を生じた場合、PC鋼材は塑性域にはいるため、プ

レストレス力に寄与しなくなると判明している。そのため、当研究では

5%刻みでの断面減少率の推定を目指すこととした。 

2-2. X線による PC鋼材の撮影体系 

実験における供試体では、グラウト未充填部分における PC 鋼材
の劣化を再現する。PC 橋において最も深刻な腐食が起こると予想
される部分が、シース内部でグラウトによって保護されていない PC鋼材で
あると考えられるためである。そのため、シース内部はグラウトで満たさ

ず、ここに腐食させた PC 鋼材を差し込み、X 線によって撮影を行う。PC
鋼材の腐食度は 5 % 刻みで 5段階のものを評価した。 

3. 結論 

X線による撮影によって、PC鋼材の減肉を様子は確実に評価できた。また、

PC鋼材の直径の推定については誤差 2 % 以内で行うことに成功した。このこ

とから、15%の PC 鋼材の断面減少は X 線透過試験によって評価可能であると

わかった。この結果を用いることで、構造解析の精度向上が可能となった。 
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図 1	 実験体型 

図 2	 X 線による PC 鋼材の
撮影結果 
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